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　金井東裏遺跡は、国道 353 号金井バイパス ( 上信自

動車道 ) の建設に伴い、平成 24 年９月から公益財団

法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査を行って

います。

　榛名山は古墳時代後期の６世紀代に２回の大きな噴

火を起こしました。火口から 8.5㎞に位置するこの遺

跡では火山灰や軽石が厚く堆積しています。

　平成 24年 11月、６世紀初頭に噴火した榛名山二ツ

岳の火山灰（Hr-FA）の中から、甲
よろい

を着た古墳人の骨

や乳児の骨などが発見されました。さらに、成人女性

や性別不明の頭蓋骨のほか、古墳人の足跡が発見され

ました。

　古墳時代の人が甲を装着した状態で発見された例は

全国で初めてで、火山灰の中から人骨が出土したこと

も全国初です。現在も発掘調査は継続中で、多量の土

器が積み重ねられた祭祀遺構、平地建物、５世紀後半

の古墳などを調査しています。

遺跡の概要

甲を着た古墳人の概要

特集

●榛名山二ツ岳火山灰 ( Ｈｒ - ＦＡ )
　古墳時代後期の６世紀初頭に噴火した、榛名山二ツ岳の火山灰。

細粒の火山灰、火砕流堆積物、軽石などからなる 15層のユニットが

確認されている。金井東裏遺跡では、約 30cmの堆積が認められる。

給源から東～南東の方向に火山灰を降下させている。県指定史跡の

中筋遺跡 ( 渋川市 ) は、この火山灰で埋没した集落遺跡である。

●榛名山二ツ岳軽石 ( Ｈｒ - ＦＰ )
　古墳時代後期の６世紀中頃に噴火した、榛名山二ツ岳の軽石。主

に軽石からなる 19層のユニットが確認されている。金井東裏遺跡で

は、約 2ｍの堆積がある。給源から北東の方向に軽石を降下させて

いる。国指定史跡の黒
くろいみね

井峯遺跡 ( 渋川市・旧子持村 ) は、この軽石で

埋没した集落遺跡である。　今回発見された甲を着た古墳人の骨や乳児の骨およ

び甲は、６世紀初頭の火山灰で埋没した幅２ｍ、深さ

１ｍほどの 31 号溝の中から出土しました。甲を着た

古墳人ともう一領の甲（２号甲）は、溝の底から 10㎝

ほどの高さで出土し、また乳児の骨は溝の北側の壁寄

りの位置で出土しています。両方とも同じ火砕流堆積

物で埋没していることから、同時期に被災したと考え

られます。

　甲を着た古墳人の甲は、背中側を上にして出土して

おり、高さ 60㎝、幅 50㎝とやや寸詰まりの状態で、

草摺（くさずり）が上にずり上がった状態と考えられ

ます。また、この甲は破片断面に長さ約５㎝、幅約２

㎝、厚さ１㎜の小鉄板が重なり合う状況から、小札甲

（こざねよろい）と判断されます。人骨の遺存状態は良

好であり、骨格から成人男性とみられ、身長は大腿骨

から 163㎝と推定されます。

　乳児骨については、頭部の一部が残存し、大きさと

骨質から生後数ヶ月の乳児のものと考えられます。

金井東裏遺跡・榛名山二ツ岳 位置図



竪上（たてあげ）

長側（なががわ）

草摺（くさずり）

腰札（こしざね）

綴紐（とじひも）

縅紐（おどしひも）

綿嚙（わたがみ）

小札甲の復元図
こざねよろい

２号甲の概要

　溝の上流側から出土した２号甲も小
こざねよろい

札甲で、ＣＴスキャンによって、腰
こしざね

札より上に７段・腰札１段をはさんで、

草
くさずり

摺部分が５段あることが分かりました。小札の重ね合わせ方は段により異なります。

火砕流堆積物

左中足骨→

←右大腿骨

←右脛骨

小札甲の内面の状況

２号人骨（乳児頭骨の一部）

２号甲出土状況
２号甲３Ｄスキャン（立体）

１号人骨と小札甲の出土状況



３号（成人女性）・４号人骨の概要

古墳人の足跡の概要

　３号人骨は頭部を東側に、左脚を軸に反時計回りに

回転して、うつ伏せに倒れていました。大腿骨から推

定すると身長 143㎝の成人女性で、首飾りとみられる

管
くだたま

玉・ガラス丸玉も出土しました。成人女性の人骨も

31号溝の上流から出土しました。甲を着た古墳人や乳

　甲を着た古墳人などが見つかった地点から南へ約 110
ｍ離れた場所から、Hr-FA によって埋もれた道の上を歩い
ていた、約 1,500 年前の人の足跡や馬の蹄

ひずめ

跡などが見つ
かりました。道の周辺では、これまでに古墳人の足跡は
114 個、馬の蹄跡は 29 個見つかりました。足跡は約 11
㎝～ 25.5㎝の長さで、足の指痕が残るものが多く、榛名
山を背に東の方向に複数の人が歩いていたことがわかっ
ています。火山灰が降下したあとの人々の行動の復元が
できる資料となります。

児の骨と同じく、６世紀初頭の火砕流により埋没して

います。

　性別や体の位置は不明ですが、３号人骨から北西方

向約 13ｍの位置から４号人骨が見つかっています。

３号人骨出土状況

首飾りの管玉 ４号人骨出土状況

足跡の検出状況

足跡

長さ約 15㎝、幅約６㎝

足跡

長さ約 24㎝、幅約 10㎝

頭蓋骨と右上腕骨



〒377-8555 渋川市北橘町下箱田784-2

☎0279-52-2513　

公益財団法人

群馬県埋蔵文化財調査事業団
当事業団ホームページをご覧ください。

　http://www.gunmaibun.org/

平地建物の概要

祭祀遺構の概要

古墳の概要

　古墳人の足跡や馬の蹄跡が見つかった道から北側に

約 15 ｍ離れた位置から平地建物が２棟検出されまし

た。左の写真は１号平地建物です。平地建物の周囲に

はHr-FA の最初の噴火に伴う火山灰が堆積していまし

た。しかし、建物の内側にはこの火山灰が見られない

ことから、最初の火山灰が降下したときには平地建物

の上屋がまだあり、その後に発生した火砕流によって

上屋が壊されたと考えられます。平地建物の内部には、

かまどや炭化した建築材などが残存しています。

　Hr-FA の下からは、祭祀遺構が発見されました。右の

写真は３号祭祀で、土師器と須恵器の甕が「コ」の字

状に並べられ、大量の杯
つき

が重ねられていました。出土

した土器はこれまでに 300 点以上となり、重ねられた

杯の中には、管玉、ガラス丸玉、臼玉などの玉類のほ

か石製模造品、鉄製品などが入っていました（写真右

下）。周辺からは鉄斧や鎌などの鉄製品や石製模造品も

出土しています。

　Hr-FA の下から古墳が検出されました。墳丘は、径約

15ｍ、高さ約 2.5 ｍ、周堀の幅約５ｍで、周堀の深さ

は 90㎝で、築造された時期は、５世紀後半と考えられ

ます。墳頂部およびテラス部分には埴輪が置かれた痕

跡はなく、周辺からも埴輪の破片は出土していません。

墳丘には葺
ふきいし

石がみられますが、火砕流によって一部が

削られていました。今後は、墳頂部を掘り下げて埋葬

施設などを詳しく調査する予定です。

１号平地式住居の検出状況

３号祭祀の検出状況

土器の中から出土した多量の臼玉など

１号古墳全景（南から撮影）


